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ラーマおみくじの由来

長崎広子

インドでは、結婚の相手を決める時など人生のさまざまな節目で、

占星術に人々は指針を仰ぎ、星占いが生活の中で重要な役割を担っ

ていることはよく知られている。しかし、これほどたいそうでなく

ても、また、わざわざ占い師のもとに行かなくても、気軽に自分の

運勢を知る方法がある。それは、ラーマ(現代ヒンディーの発音では

ラーム)神のご神託を得られるおみくじで、おみくじの本文は今日の

ラーマ信仰の 聖 典 『 ラ ー ム ・ チャリット・マーナス

<Rãm即aritamãnasa)~ からの引用である。

『ラーム・チャリット・マーナス~ (以下、マーナス)は、ヴィシ

ュヌ派ラーマ信仰の聖者トウルシーダース(Tulasldasa)がそれまで

知識人の言語で書かれていたラーマ物語を 16世紀にヒンディー語

のアワディ一方言に翻案し、庶民にラーマ信仰が広まる契機をもた

らした作品である。その宗教的な重要性もさることながら、文学作

品としてもインド文学史上高く評価されている。

さてマーナスは、多くの出版社からいくつかのエディションで出

版されているが、一般に流布しているのは、ヒンドゥー教書籍を専

門に出版するギータープレス祉のものである。このギータープレス

版では、本文に先立ち、トゥル、ンーダースの生い立ちなどの解説と

ともに、「ラーマ木片占い (R如旧制球亘pra&D亘，vali)1 Jがある。これ

は、碁般の目にデーヴァナーガリーの一文字あるいは二文字が書き

込まれたもので、一見すると意味のない文字の羅列のようだが、実

は読者が何かに迷ったり、先行きに不安を抱いた時に、マーナスか

1 sal訟Eは、「木片」と訳したが、木に限定されず先の尖ったものを

示す単語である。また、「おみくじJe訳したPraS凶，valiは、本来は

「質問事項Jの意味であるが、ここでは便宜上「占いJという訳を
つけた。
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ら回答を得るために作られた、いわゆる「願掛けおみくじjなのだ。

誰でも簡単に神託を得られる優れもので、パズルのような出温みの

このおみくじでは、回答を得る過程に醍醐味があるといえる。本稿

は、庶民の生活に密着したマーナスの一面を明らかにする目的で、

このラーマおみくじを紹介し、その位茸且みについて考察を加えるも

のである。

ラーマおみくじの成り立ち

「ラーマ木片占い」は、総摘 15升の計 225升でできた碁盤状の

もので、全ての升の中にデーグァナーガリ一文字が入っている(図

1)。この占いは使い方を知らなければ占うことができないので、ギ

ータープレス版のマーナスには、解説がヒンディ一語で記されてい

る。次に、ギータープレス版の解説を訳しながら、補足説明が必要

な部分については筆者がさらに解説を加える。

云む55
図1 ラーマ木片占い
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願掛けの方法とおみくじの引き方

ごのð~lf，ご。とヮで疲い;ò3/Jf:3 ;がとヲかの神'tf~得。t;ラ止す<5

jffj:， 占きずグー7神~.念C?士11ftばならな~"その後、家庭安

定がろで原いを心jご泌さ号、おみぐ Cの一汗jごl{;j;ò吠ノゲさr-~，かとr
Ij;れがなるとれ L ぞの斤のやJご書)j'ft注文字~}jr;.の8品ff;ò';rilz疫
に葺か4士Ij;れがならな~" A穿~ 'CV.納言f~得<5}tで、その)7f~.ifi
ft?士いよ:3に、このð~ICV}チに品、汚ぷずに淘)j'Fßさt:f.fl.プで
おかと士114吃ぷてをろと士ハ

これは、願を掛けて、くじを引くまでの方法の説明である。くじ

の引き方は、225ある升目の中の 1升を無作為に選んで指で指すか、

木片を置くというものである。

占f;f.ご、文字.~書b吃J向通G}をにif!J/むで9:fiff1の'7ffごλってLゆ

Jt与;:6惹かな11ft/;!:ならな~" ごのJ::3 f.ご Lで9:fiff1の~守きご
とにA厚長f:f，ご書ぎとめ、品署長FのJヂjご反<5まで書~Æ苦11凌げればな

らと士ハ安芸Fの'7f，の文学';Of9:fif f1の文字jごと土<5とごと'5~吉で'J#:<5
2、療を/#11Iejf;o3;次す<5星空x.で'o<5デ十.:1:ノfーィーぷ安;ji}tヲト

<5， aの7 ー井タ一定岩子、‘/"1..-:ð>7'~ ~ヲや、二X手きかスったY開通

あ<5ので、是主，重n?士11ftl:f'?士らな~~ つよ吉P、業J主<5ときに7

一井 ;;-tif矛Lかと士~ 1斤~，ififtlé tJ、二文字のJ手話子二E蓮院で

はとi:'G;j:いのであ<5， 7一件ア一定歩の'7ff.ごあ危った高ずに/x，、
成Iご善幸b叱二t守合jご続げで7-井;;ー定手を書ぎ、二文字の斤に

あたっIé厳には、二ぞ与さをふたつと品書之がなげれば安らな~" 

この占いでは、得られる答えがバラバラのパズルのようになって

いるので、それを組み合わせる方法が上記のように説明されている。

答えであるチャオパーィーとは、マーナスで最も多く用いられてい
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る韻律の詩形(1パーダは 16拍。脚韻にはJaga早aU Uとtaga早a一

一Uが禁止)である。

解説には示されていないが、最初の升を起点にして 9番目の升ご

とに文字を拾って書きとめる順は、下の矢印で示したように、左か

ら右に向かってー列ずつ上から下に向かう。

• 
" 

• 
" 

• 
なお、最下段の右端まで来た時には、最上段の左端に戻ってさら

に数える。ここで注意しなければならないのは、最上段に戻った時

には、それ以降に拾った文字をチャオパーイーの冒頭につけなけれ

ばならない点である。

少々混乱してきたので、ギータープレスも回答の導き方を次のよ

うな実例を示して解説している。

9ずと Lで、 ごのグ-7*ノゲ点、から疲~ICV@星空と Lでひとつ

のデ十三ナノfーイーをぎ~ffjL-でみ<5， 最害長ずは注言Lで:A<5 J: :3 f，ごo

o<5毛ずかヲ-7Iifrf，ごlJf;;.会Lで8らの五買いz..漢に1/#、出、の場事の

mのつb吃胞のヌrf.ご$;が弓tJ7~，彦~ 1た昌子、ーとに述べ'Ie/li厚で二定手守

護t:t;j:;O泊三章ぐと、芸r:;t2: L-で次のデ1'.:1:ノfーイーか蒐演す<5，

ho i hoi so巾 rama岩崎'aci ra kha I ko ka ri師 rakabatJ.ho叩 hi1Jl

sã~ãl12 

2 R盈nacan旬E温nasa1. 52. 4 
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r;テー7がゐ司直をめになっjej;:3にな-3lどと'5:30 議議Lで1ft;}，'

t?やみにfjfをこ t:G世-36の';}'.J

ごのデ-1"-1ナノfーィ一段、ター去のシグ7fφとノfーノルグケティ

ー女子宇舎のが震にあ-30 Jlif&-.益事It-3長ずはごの'@:J!ifであ-3デ十三ナノト

イーから、 rfi夢の'!iJt$t(ごjjlv'Jb IJ。ゆx.(.ごこ;fL&-婦に委T-3;}l'J:

I--J止の，言栄を事かと'tltiもがdとらなv1

このようにして回答を導きだすのだが、マーナスの愛好者はこの

チャオパーイーをよく知っているので、ある程度数えたところで、

それ以上数えなくても回答の察しがつき、困難は生じない。

おみくじの神託

さて、日本のおみくじでは、大吉、中吉、小吉、吉、凶というよ

うに、瞬時に自分の運勢のランキングが分かり、それで一喜一憂す

るのだが、ラーマおみくじにはそのようなものはない。得られる回

答はマーナスのチャオパーィーだけである。なお、おみくじの神託

である回答は上記以外に8種類あり、計9種類である。以下がそれ

らの神託である。

1 s開山明 satya 田fsalum命~pujahi mana kamana tumhar到13

fシータ-J:、1'Aの莫のtfltAHJI7，きと'tdv'oぞと士たの心のd買い

fj:pf :3l士"と'5:3J 

IifjIQ: ごのデ-1";1:ノfーィーfj:~亨1 4.者でシーターかンfールグァテ

ィーオ伊jごllflJ&-表グ'QffIj万にあP、パーノルグケティー女子教は

シーターにtfl療を与乏でb唱。

耕宮ぜ:Jlif&-，掛けたまのd買いはすばら1--v '0 仕事宮ぽε蹴 す-3lどと5

:30 

3 R盈nacanta皿面部a1.236.4 
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2 prab山 nagaraklje saba kaj>ω1 hrdaya rakhi初salapura詞iall4

ι'o!，ごアョーデ、イナ一三E[7-"，)を虚ぎ、勿7ごλP、すベで

の仕事告r:[.，でぐ1士宮Lソ

占'jjIQ:このデ十三ナノ、。ーイーは、長亨5芸者でノ官7 ーン，;}，'グン;Q-

JIJ(ごλ-3とごと5の忌のであ-30

妙'!E:撤去E'!Ji治 Lでfi.夢&-1，止めと'tdい、正さいが突が、得ら;fL-3だ

と'5:30 

3 ug加問叩tana hoi nib1J1h恥alanemijimi ravana ra州5

五万吉、1:1--とおすことはでぎず、 v'つ';}l{j:/:f;fL-3!e'6 :3 0 ;Qーグ

ネー芝、グーグケナ、クープのよ:3(ごj

IifjIQ :このデ-1";1:ノレイーは、見事1:4.雪のE嘉手です外すング f茅
2!ノ孔との交わり jごついで述べたfjfjgj(ごJb-3o

神託:ごの仕事ご品t/j:;j:1--0 仕事亨の瓦蹴jご経v'Jb 1J0 

4 bidhi b田 'asujana k四月rtgataparahi切Iphani mani san盟問ijaguna 

an山 arah均116

fプヲア7一、グ》シコヌ、シグァ、持ノ仁パンディy 井の震

薬でと~x.也、ずン井 f星'f2!Á) のæ:kð&-草子-3{，ご幼原島撃す-3J

IifjIQ : このデ十三ナパーィ-6~害1~苦のE震でず井ずングjごつb 、

で述べ'let1/J;分にあ-30

ヂ特定:J!sv、長ずとのつ2!Jbv '&-やめ-3ベL。仕事の成就jご凝v'Jb
1J0 

5 muda岡崎.galama戸 sa抑 samajuljimi jaga jllf!lgan叫 t加 tha

4 R盈nac血 泊皿anasa5，5，1 
5R盈nac組匂皿加担a1.7，3 
6 Ramacaritam加出a1.3，5 
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rajul17 

f茅&"Aの語審Eは茅びであP、i!f)佐であ-30 ぞれはごの皆で歩

き@-3重点宮の三E(プグナーぷヴで'&?-3J

ffjj/tJ，:ごのデ1';1-.ノfーイーは第14者のS廷の第Eζ':1.-での呈E必

についで述べ'7ed宮正予であ-30

神託:A曹Lは正号}とであ-30 tJ:夢i:J:，毎th設す-3であと'5.:7 0 

6 garala sudha r卯 karayami;刷gopadasif!Ulhu a即 lasita刷18

fそのノ礼に段、 豪'1:;J:アAグタjごと):IJ、還すf:;J:，変jごと):IJ、A事i:;J:4吉守と
の'JEf.ごと士P、Jセ絞殺危ぐと士-3J

ffjj/tJ，;ごのデ1';1-.ノfーィ-/:;J:，ノ、ヌ7ーン」がグングーに復λす石

原の品のであ-30

再検定:JJJi~ 財産めで{#;hでb 匂。 従事苧1;1威主設す-3であと'5.:70 

7 barnna kubera suresa sam珂 ranasanamukha dhari kaha na 

d加~19
r!/7ノルナ、クベー夕、イン件、夕、グァ-:2のや訳業ひと P

緩いに'jö‘いであ凌たのflíJで;ggøÞ'Þ，ふさr-Þ再浮L左手I:;J:~ ゆb ソ

ffjj/tJ， :このデ1';;1-;パーィ-/:;J:i!亨6ぎでターグァナの'%:袋、要7

ンFーググーの第ぎのg周にあ-30

神託 :tJ:夢の点械に占'l~'&? IJ 0 

8 suph山 manorathahohu tumharel ramu 1，仙 nusuni b加

sukha;問 1110

/旋 れ Aニ/;;1者!i{:;:t;-ffった。れで二ノ切'sj者晴樹

7 R盈nacaritam加国a1.2.4 
8R加盟carita皿加国a5，5，1 
9 R盈nacari泊四加出a6.104.4 
IOR盈nacarita皿an田a1.237.2 
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与;tltJ

ffjj/tJ， :このデl';;1-，ノ，0_ィー/:;J:i!亨14苦でJ笠原'tJ'61t託子持ち煩った

貯に、 グィシZ グァ--~井グ蓋物';;$'15-之 ltt宮留であ-30
昇前'tf: ff!J~ ほとで品定ハ tJ:夢i:J:，威厳す-3で'&?Q.:70 

以上のように、回答であるマーナスのチャオパーイーとその出典、

それによって得られる意味が述べられている。ラーマからシーター

捜索の任務を命じられたハヌマーンがラーヴ、アナのランカー島に侵

入する時のチャオパーイーは、任務の遂行を示唆するため吉兆とし、

一方、ラーマに倒されたラーヴァナの妻マンドーダリーの嘆きのチ

ャオパーイーは不吉の暗示というように、 9種類のご神託が選ばれ

ている。これらのチャオパーイーから分かることは、願いが叶うか

どうかについての神の意思である。最初の解説で例に挙げられたチ

ャオパーイーに数字がふられていないので、ここで便宜上9という

数字をあてるとすると、これら 9種類のチャオパーイーの中で願い

が叶うご神託は、 1番、 2番、 5番、 6番、 8番の合わせて5つの

チャオパーイーで、これらはし、わゆる「当たりくじJである。一方

願いが叶わないものは、 3番、 4番、 7番、 9番の合計4つのチャ

オパーイーの場合である。 3番(この仕事に益なし)、 4番(悪い人

との交際を断つべし)、 9番(神に委ねるべし)のように助言付きの

ものもあるが、いずれにしても願いが叶わないという結果は同じで、

くじは「ハズレJである。

ラーマおみくじと日本の「歌占J

このおみくじは一見したところの複雑さとは逆に、実は単純なも

のである。碁盤の升目は 225升あるものの、おみくじの結果が9通

りしかない点がその最大の理由で、日本で最もおみくじの番号が少

ないという琴平の金比羅宮にしても 15番まであるので、 b、かに少

なし、かが分かる。しかし結果については、日本のおみくじでは吉の
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数が凶よりも多いようであるが、このおみくじでは、当たりが 5つ

に対してハズレは4つなので、当たりの数がひとつ多いとはし、って

も、およそ半々の割合で、かなりシビアなものといえよう。また、

日本の神社のおみくじでは、願事、待人、失物、旅立、学業、商売

などのようにいくつかの項目が用意されているのに対して、ラーマ

おみくじでは、思い描いたひとつの願いに対する回答しか得られな

いことにも単純さのもうひとつの理由がある。

しかし一方で、チャオパーイーの文字を 25分割して碁盤の目に

散らすという趣向を凝らした点がこのおみくじの最大の特徴で、単

純でありながら、くじを引く者を飽きさせることはない。

さて、現在の日本のおみくじは、平安時代のくじ形式の歌占の伝

統を受け継ぐものだという。日常の俗語ではなく、韻を踏む歌謡の

形式による神の意思の託宣は、いかにも呪術的な効果を生み出すと

考えられたようだが、このラーマおみくじにも閉じ要素がある。つ

まり、このおみくじで得られる回答はチャオパーイーとしづ韻律で

編まれた、まさに歌占だからである。マーナスは今日のラーマ信仰

の聖典といえる作品なので、おみくじの回答であるチャオパーイー

は単なる文学作品からの引用ではなく、「ラーマ神のお告げ」そのも

のとみなされる。また、日本の神社のおみくじでもらえる紙には、

和歌などのみくじの本文に分かりやすい説明文が記されているが、

古いヒンディーのマーナスはやはり現代のインドでも一般に分かり

にくく、ギークープレス版に記された解説は日本のおみくじの現代

文の解説に相当するものと理解できる。

ところで、この占いを作成したのはいったい誰なのだろうか。ギ

ータ}プレスの解説の冒頭には次のような断り書きがある。

7ーナスの54ずであ-3差'if!•λJご、 タ-7"ポノデ，5v、jごついでヂザにだ

介す-3必要指ないと/l!bft-3o その重要性重とタノ芳佐I;J:一般に三会で

の7 ーナスの変がまはご浮ゑZ走。<3;50 1..-たがっで、以7可にそのダ
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のみ佐示L、そご」がら/El1t:!:得-3才法とその11El:g~の，震栄さf述べ'-30

つまりこのおみくじは、ギータープレス版に掲載される以前から

人々によく知られていたということのようである。正確にはどれほ

ど前のことなのかは不明であるが、インドでは、このおみくじがト

ウルシーダース本人によって作成されたものだと主張する人がし、る。

しかし、成立年代を特定できない以上、おみくじの回答にふさわし

い9つのチヤオパーイーを後世の誰かが選んで作成した可能性が高

いのではないだろうか11。上記のようなことわり書きがあっても、

筆者はギータープレスの編者が作成した可能性も捨てきれないと見

てしもが、少なくとも、ギータープレスの編者がマーナス晶、で得

られる回答の意味を現代ヒンディ一語で記したことに疑いはない。

それが現在広く普及したのだろう。なお、マーナスの代表的な校訂

版はヴィシュヴァナートプラサード・ミ、ンュル版、マータ}プラサ

ード・グプト版とナーガリー・プラチャーリニー・サパー版である

が、これらにはこの占いの掲載はない12。最近ではモーティーラー

ル・パナールシーダースから出版されたマーナスに英語でこの占い

が掲載されているが、モーティーラール版はギータ}プレス版に英

語訳を加えただけなので、ギータープレス版のおみくじを借用した

にすぎない。

11現地調査では、パナーラスのパンデイツトが写本でラーマ木片占

いを見たことがあり、それはマーナスの写本とは別のものだったの

で、誰かがマーナスのエディションを出版する際に付加したのでは

ないかと筆者に語った。しかし、この情報をもとにその写本を確認

することはできず、真偽のほどは不明である。

12 Visv血抽ap即刻aMisra (ed)， R盈nacaritam加出a，Vara早出，i:Kas珂a
S田)1Skar岨 a，1962 Matiiorasada Gupta阜の"Tu/asi grl削 thavali，Bhaga 1 
阻 a早cIa2， Il油ab剖a:H皿dustaniEJre<:lerrn， 1949 R加盟C血 draSuk1a阜の，
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インドのおみくじの世界

さて、願掛けおみくじということでいえば、アーグラーのジャイ

ナ教徒の家庭で、二本のこよりに願いが叶うかどうかの印をつけ、

プージャーの最後に答えの部分が見えないように一人が持ち、別の

人が引くという光景を自にしたことがある。コインを投げて表裏で

占うのと同じ原理だが、棒状のものを引く点が日本のおみくじと共

通しており興味深い。

ところで、ラーマ木片占いは占い師に占ってもらうものではなく、

誰でも簡単に運勢を知ることのできるものであるが、近年では、イ

ンターネット上のインドの占星術師のいくつかのサイトでこの占い

が公開されている。そこでは、文字盤の上でマウスをクリックする

と、別の小さなウインドウが開き、マーナスのチャオパーイーと神

託の英訳が表示される。さらに詳しく運勢を知りたければ、代金と

ジャナムパトリー(誕生した時の星の並びのチャート)を送る仕組み

になっており、ここではラーマ木片占いが占星術師の商売道具に使

われている。ちなみに、聖者が作成したという、升が縦横 24で合

計 576もある占いのサイトもあった。

また、ラーマ木片占いと類似のものとしては、ハヌマーン占い

(b姐umanajyoti~a)が挙げられる。これは一冊の小冊子で、 40 の項目

別に、花びらのようなチャクラが描かれ、花びらには神話の登場人

物の名が記されている(図 2)。自分の知りたい項目のチャクラに指を

置き、そこに書かれた名前を後ろのページで参照すると、その回答

が得られるという僧ill.みである。 40の項目には、仕事、旅立ち、病、

出産のような一般的なものから、いかにもインドらしいものとして

は、死期や神への奉仕、文学者になれるかどうかといったものまで

ある。回答は全て一行足らずの簡単なもので、散文で書かれている。

また、チャクラに書かれた名前は神話の登場人物であるが、占いそ

のものは現代の産物である。そのため、ラーマ木片占いのご神託と

比べると、ありがたい印象にとぼしい。筆者はこの本をパナーラス
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を代表するハヌマーン寺院であるサンカト・モーチャン寺の門前の

j古で購入したが、庖主もラーマ木片占いに勝るものはないと言って

いた。

図2 ハヌマーン占い

結語

以上、簡単ではあるが、マーナスにもとづいて作成されたおみく

じについて説明してきた。なお、西洋では聖書などを用いた書物占

いが行われているが、それらとの比較検討といった問題については、

今後の課題とさせていただきたい。
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